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〈研究 目的〉

演劇, オペラといった他の舞台芸術と比べると, 

バレエにおいては 「テクス ト」の意味が遥かに曖

昧であ り, テクス ト自体が不在であることも多い。

まず, バレエにおける 「テクス ト」とは何かを明

らかにし, さらに, 「テクス ト」 にまつわるバレ
エ特有の問題 として, 作品の保存と伝承に関する

諸問題を考察する。

〈研究対象〉

1661年 の王立舞踊アカデミー創立以来のバレエ

の歴史を参照 しつつ, 考察の直接の対象はヌ レエ

フの舞踊監督就任(1983年)以 降のパリ ・オペラ

座バレエ団のレパー トリーとする。

〈研究結果及び考察〉
-「 テクス ト」 とは何か

新プチ ・ロベール(1993)に よると, テクス ト

とはまず第一義 に, 「文書, または作品を構成す

る言葉及び文章の連な り」である。演劇において

「テクス ト」 といえば台本のことであるが, オペ

ラの場合, セリフ(リ ブレット)の 他に音楽が加

わるので, 上演のための総譜は 「言葉及び文章の

連なり」とは厳密にはいえない。ただ し, ここで
は 「テクス ト」 という用語を演出や解釈の対象と

なる本体, すなわち上演の基盤となる書かれた媒

体, とい う意味で用いるので, オペラの場合の

「テクス ト」 とは総譜 とい うことになる。
-バ レエにおける 「テクス ト」

それではバ レエにおいて 「テクス ト」 とは何か。

『白鳥の湖』や 『くるみ割 り人形』のような

「物語バ レエ」には筋があるか ら, それを書 き出

した文章(梗 概)も テクス トと呼べる1はずだが, 

実際にはそうした 「物語」が戯曲のように, 上演

から離れて独立 した作品として読まれることは稀

である。また, バランシンの作品のように筋書 き

を持たない 「抽象バ レエ」 もバレエ作品として自

立しているのだか ら, 物語がなくても振付の本体

があれば, む しろそれを記譜 したものが 「テクス

ト」 になるはずである。

言うまでもなく, 演劇 における 「台詞」, オペ

ラにおける 「旋律(と 台詞)」 に相当するのは, 

バレエの場合 「振付」である。従って, 舞踊手の

個々の動 き, そ して舞台上の全ての舞踊手の配置

と移動 を書き表 した 「舞踊譜」が, バ レエにおけ

る 「テクス ト」だといえよう。ところが, 今 日の

フランスにおいて第一に問題 となるのは, 「舞踊

譜」つまり 「テクス ト」そのものの不在である。

-テ クス トの不在

一般に舞踊譜を読める観客は楽譜 を読む観客よ

りも圧倒的に少ない。それどころか, 今 日のフラ
ンス2では舞踊譜 を読み書 きで きるダンサーや振

付家は稀である。振付家は舞踊譜を使わずに直接, 

特定のダンサーの身体の上で振付を描いてゆ くわ

けだから, 作品の母体 となる部分(=振 付)と, 

ダンサーに応 じてつけ加えた演出とを切 り放 して

考えることは舞踊記譜の専門家にも難 しい。

また, 作品の著作権についていえば, 現在フラ

ンスには登録済みの振付家から振付作品の申告を

受け付 け, 著作権料の徴収を行 うSACD (Societe

des Auteurs et Compositeurs Dramatiques=劇 作家
・作曲家協会)と いう組織があるが, 現時点で記

録の対象 となっているのは題名, 上演 日 ・上演場

所, それに筋書きと音楽だけで, 振付 に関わる記

録は何 も残 されない。動 きの芸術でもあるバ レエ

作品を保存 し, 伝承 しようとする観点からすれば, 
これではいかにも不十分である。
一 バレエの記憶 とその伝承

このように, 一般 にロマン主義以降のバ レエに

ついては, 作品そのものを伝える媒体 としての

「舞踊譜」の普及が楽譜 に比べ甚だ遅れている。

しかも, 作品の再演時, 即ち 「振付」という身

体の記憶 を伝承 してゆ く際には, どこまでの自由

な解釈がダンサーやメー トル ・ド・バレエに許さ

れるのか, という葛藤が常 につきまとう。なぜな

ら, 脚本の朗読だけでは決 して演劇作品としては

立ち上がらないように, 決められたパ を指示通 り

に行 うだけではバレエ作品にはならず, ダンサー

や振付家の解釈な り演出なりがその都度振付 につ

け加えられなければならないからだ。

この論考では, 「テクス ト」の不在 にまつわる

こうしたバレエ特有の問題が, しかしながらバレ

エ という芸術分野をより豊かなものにする可能性

をも合わせ持っていることを明らかにする。

1例えばマーク ・フランコ(Mark FRANKO)は

Dance as Text: Ideologies of the Baroque Body(N.

Y., Cambddge University Press, 1993)に おいて, 振

付のような非言語的形態と, リブレットのような言

語的実在の両者をテクス トとして考察 している。
218世紀 にフランスで整備 されフランス国外で

も用いられたブイエの舞踊記譜法は, 「音楽の旋

律 の よ う に」(Raoul-Auger FEUILLET, 

Choregraphie ou l'Art de De'crire la Dance [Paris, 

1700]序 文より)書 面の形で舞踊譜を流通させる

ことを念頭においてつ くられ, この記譜法に則っ

た舞踊譜 も数多 く出版された。つまり, このころ

の舞踊譜は音楽における楽譜, 演劇における脚本

に近い実用的な 「テクス ト」であった。
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